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（The Concept of Social Distance As Applied to the Study























とその起源」（Social Distance and Its Origin）におい
て、社会的距離を「ある集団に対する、理解と親密さの
段階的度合い」と定義している。さらに、ボガーダスは






































が多くの国でなされている（e.g. Adewuya and Makanjuola
２００５; Coker２００５; Crull and Bruton１９７９; Crystal et
al.１９９８; Gentry１９８６; Heydari１９８８; Lee et al.２００２;
Owen et al.１９８１; Nix１９９３; Weinfurt and Moghaddam



































イ（Lee, Sapp and Ray,１９９６）による逆社会的距離尺度
























































































化と現代移民』（Remaking the American Mainstream :
































発見』（The Newcomers : Finding Refuge, Friendship,

























































































逆社会的距離尺度（Reverse Social Distance Scale）は











































































































性別 男性 ２５ ３５.２％
女性 ４４ ６２.０％
無回答 ２ ２.８％



























































































来日前の就業経験 はい ４３ ６０.６％
いいえ １９ ２６.８％
未回答 ９ １２.７％














































日本で差別を受けたことはあるか はい １１ １５.５％
いいえ ５０ ７０.４％
未回答 １０ １４.１％







最終目的地 日本 ３３ ４６.５％
フィリピン ２９ ４０.８％
未回答 ９ １２.７％





















居住地 F ０.４３０ N.S.
国籍 t －３.９９０ ***
エスニシティ F ０.９３０ N.S.
性別 t ０.６８８ N.S.
宗教 F ０.１３９ N.S.
年齢（１３―５１） r ０.１８９ N.S.
教育 F ２.２５４ N.S.
国外滞在の期間 rho ０.２４９ ＊
日本滞在の期間 rho ０.３０４ ＊
どちらの国に住むのが快適か（日本かフィリピンか） t －２.０１０ ＊
言語能力（日本語） rho ０.２４３ N.S.
日本語能力試験（JLPT） rho －０.０６４ N.S.
言語能力（英語） rho －０.２２８ N.S.
職業
無職・家事手伝い t ０.９２５ N.S.
技師 t １.１４５ N.S.
語学教師 t ０.７６７ N.S.
研究者 t １.５２６ N.S.
ゲスト・リレーション・オフィサー t －０.８４４ N.S.
自営業 t －０.８４４ N.S.
ウェイター・ウェイトレス t －４.１４１ ＊＊＊
工員 t １.１９７ N.S.
大学院生 t １.８４３ N.S.
大学生 t －０.６８３ N.S.
ホテル従業員 t －０.８４４ N.S.
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来日前の就業経験 t ０.８８７ N.S.
経済状況
日本 rho －０.１４９ N.S.
フィリピン rho ０.１０６ N.S.
送金：フィリピンにいる家族への支援 t ０.１１１ N.S.
配偶者の有無 F ２.９５６ N.S.
配偶者の国籍 F ２.１８９ N.S.
ソーシャルネットワーク
フィリピンにいる家族と連絡をとる度合い rho －０.０７８ N.S.
フィリピンにいる家族と連絡をとる手段 F ０.８５９ N.S.
配偶者の仕事 t －１.３５８ N.S.
日本にいる親しい友人の数 r ０.０９６ N.S.
親しい友人が近所に住んでいるか F ０.８６０ N.S.
親しい友人の国籍 F ０.２８４ N.S.
血縁の家族が日本にいるか否か t －２.３１９ ＊
リラックスできる友人の有無 t ０.１２０ N.S.
リラックスできる友人の国籍 t ０.４１０ N.S.
否定的な経験 t ０.０１２ N.S.
肯定的な感情 rho ０.２２５ N.S.
最終目的地：長い期間どちらに住みたいか t －１.１８４ N.S.
最終目的地：日本が第一の選択か F ０.８７７ N.S.
Statistical Analysis : r＝Pearson correlation test ; t＝ t-test ; F ＝Analysis of Variance（ ANOVA）




居住地 F ８.６１６ ***
国籍 t －０.６６８ N.S.
エスニシティ F ０.７３１ N.S.
性別 t ２.６６２ **
宗教 F １２.５７０ ***
年齢 Age（１３―５１） r ０.００６ N.S.
教育 F ６.７２５ ***
国外滞在の期間（フィリピン以外で過ごした期間） rho ０.０２３ N.S.
日本滞在の期間 rho －０.１３８ N.S.
どちらの国に住むのが快適か（日本かフィリピンか） t －０.４３２ N.S.
言語能力（日本語） rho ０.３０４ ＊
日本語能力試験（JLPT） rho ０.０４９ N.S.
言語能力（英語） rho －０.３０６ ＊
職業
無職・家事手伝い t ０.８６０ N.S.
技師 t ０.３９５ N.S.
語学教師 t －０.１２７ N.S.
研究者 t １.０４７ N.S.
ゲスト・リレーション・オフィサー t －１.０６７ N.S.
自営業 t －１.０６７ N.S.
ウェイター・ウェイトレス t －３.１７６ **
工員 t ０.１１６ N.S.
大学院生 t ０.３４１ N.S.
大学生 t －０.１２７ N.S.
ホテル従業員 t －１.０６７ N.S.
来日前の就業経験 t ４.３０４ ***
経済状況
日本 rho ０.１０１ N.S.
フィリピン rho －０.３８４ **













配偶者の有無 F ０.３３２ N.S.
配偶者の国籍 F ３.６６１ ＊
ソーシャルネットワーク
フィリピンにいる家族と連絡をとる度合い rho ０.２５４ ＊
フィリピンにいる家族と連絡をとる手段 F ３.３３３ ＊
配偶者の仕事 t －０.２１６ N.S.
日本にいる親しい友人の数 R －０.５９３ ＊＊＊
親しい友人が近所に住んでいるか F ０.８８５ N.S.
親しい友人の国籍 F ０.４９６ N.S.
血縁の家族が日本にいるか否か t －１.２３０ N.S.
リラックスできる友人の有無 t ０.２７６ N.S.
リラックスできる友人の国籍 t －１.１４１ N.S.
否定的な経験 t ０.１４６ N.S.
肯定的な感情 rho ０.２２２ N.S.
最終目的地：長い期間どちらに住みたいか t －０.８８２ N.S.
最終目的地：日本が第一の選択か F ２.５１０ N.S.
Statistical Analysis : r＝Pearson correlation test ; t＝ t-test ; F ＝ Analysis of Variance（ ANOVA）
















１. あなたがこの国の住民であることに対して抵抗を感じていると思いますか。 ５５ ７７
２. あなたが近隣に住むことに抵抗を感じていると思いますか。 ６０ ８６
３. あなたが隣の家に住むことに抵抗を感じていると思いますか。 ６１ ８６
４. あなたが彼らと親しい友人となることに抵抗を感じていると思いますか。 ６０ ８４
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